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審判の 日の 予兆 

參 審判の 日が いつかと いう ことは、 アツ ラーし かご 存知に なられません。 崇高なる アツ 
ラーは 仰ら れ ました： SD 人々 は あなたに 審判の 日に ついて 尋ねる。 言って やる の だ、：“ そ 
れは アツ ラーし かご 存知に なられない。 どうして あなたに 分かろう か？ それは もし かする 
ともう じき やって来る かもしれ ない の だ。” 03 (ク ルアー ン 33: 63) 

• 審判の 日 の諸予 兆： 

預霄者 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 審判の 日の 到来を 示す、 諸々 のしる し 
を 教示し ま した。 それらは 大予 兆と 小予 兆の 2 つに 区分され ます。 


審判の 日 の 小予兆 


參 審判の 日 の小予 兆は 3 つに 区分され ます： 

1— 既に 現れ、 終了して いるもの。 その 中には 以下に 示す ような ものが あります： 

預言者 ムハンマド （彼に アッ ラーからの 祝福と 平安 あれ） の 派遣と 死。 また 彼への みし 
るし として 起こった、 月の 裂 断。 エルサレム 開城。 ヒジヤ ーズ 地方からの 大火 1 など。 

① アウス. ブン •マー リク （彼に アッ ラーの ご 満悦 あれ） は 言いました： 「私は アッ ラ 
一の 使徒 （彼に アッ ラーからの 平安と 祝福 あれ） がこう 言う のを 聞きました：“ 審判 
の 日の 前には、 6 つ （の予 兆） が ある。 私の 死、 それから エルサレムの 開城 

(アル =ブ ハー リ ーの 伝承 2 ) 

② アブー •フライ ラ （彼に アッ ラーの ご 満悦 あれ） によれば、 アッ ラーの 使徒 （彼に ア 
ッ ラーからの 平安と 祝福 あれ） は 言いました： 「ブス ラーの ラク ダの 首を 照らす ほど 
の 大火が ヒジヤ ーズの 地に 起きる まで、 審判の 日は やってこない。」 （アル =ブ ハー リ 
一と ムス リ ムの 伝承 3 ) 

2 — 既に 現れ、 現在 も 継続 中の もの。 以下のような ものが あります： 

1 訳者 注： アル = クルト ビーの 著 「アッ = タズ キラ』 によれば、 それは ヒ ジュラ 暦 65 4 年の ジュ マーダー •アル =ア ー 
ヒラ 月に マデイーナで 発生した 大火で あると いいます。 それは 一説には マッカ や ブス ラー （シリア 地方の 1 都市） から 
も その 火が 見える ほど 大きい ものであった、 と 伝えられました。 

2 サ ヒー フ ■アル =ブ ハーリー （3176)。 

3 サ ヒー フ •アル = プノ、 ー リー （7118)、 サ ヒー フ •ムス リム （2902)。 
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様々 な 問題 や 混乱の 横行。 偽 預言者の 出現。 平和の 拡大。 イス ラーム 法 知識の 減少。 無 
知の 蔓延。 権力者の 護衛の 数と 不正 者の 増加。 弦楽器の 蔓延と その 合法化。 姦淫の 蔓延。 
飲酒の 横行と その 合法化。 裸足で 裸の 羊飼いた ちが 競って 高い 建築物を 築き 合う こと。 人々 
が モスクを 装飾し、 飾り立てる ようになる こと。 殺人の 増加。 時が 早く 過ぎる こと。 物事 
がその 権威で ない 者たち に 結びつけ、 関連 付けられる こと 令. 悪が 尊ばれ 善が 軽んじられる 
こと。 養 •葉が 軽 くな り、 行 レ 、が 減少す る こと。 市場 同士の 距離が 短 くなる こと。 ウン マ （イ 
ス ラーム 共同体） における シルク 4 の 蔓延。 吝嗇の 増加。 嘘の 蔓延。 財が 豊かに なり、 商業 
が 盛んになる こと。 地震が 頻繁に 起こる ようになる こと。 誠実で 正直な 者が 驅 され、 詐欺 
師が 信頼され るよう になる こと。 下品な 物事が はびこる こと。 親族関係の 断絶。 隣人 関係 
の 悪化。 卑しい 者たち の 立場が 上昇す る こと。 権力の 売買。 特権階級の 保護。 露出 度の 高 
い 衣服を まとう 女性 や、 裸体の 女性の 横行。 嘘の 証言の 蔓延。 突然死の 増加。 合法的な 生 
活の糧 を 模索し ないように なること。 アラブの 土地が 緑 豊かな 土地、 あるいは 河川と 化す 
こと。 野獣が 人に 話しかける こと。 鞭の 片端と 靴の 紐が 人に 話しかけ るよ うになる こと。 
イラクの 地が 閉鎖され、 食料 や 銀貨が 不足し、 それから シャーム （シリア 地方） の 地が 閉 
鎖され、 食料 や 金貨が 不足す る こと。 そして ムス リムと ローマ 軍との 間に 休戦条約が 結ば 
れ、 その後に ローマ 軍が ムス リ ムを 騙し討ちに する こと。 

イブ ン. ウマル （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） はアツ ラーの 使徒 （彼に アツ ラーからの 
祝福と 平安 あれ） が 東の 方を 向いて、 次のように 言う のを 聞きました： 「実に 問題は こちら 
から やって来る。 実に 問題は こちらから やって来る。 シャイ ターン （悪魔） の 角が 昇って 
来る 所 だ。」 （アル = ブ ハーリーと ムス リム の 伝承 5 ) 

3 — また 起こって はいない ものの、 預言者 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） が 言っ 
たよう に 必ずや 現れる もの： 次の よう な ものが あり ます： 

ユーフラテス川が 退潮し、 その 下から 金の 山が 出現す る こと。 コンスタンティ ノー プル 
の 無血 開城。 トルコとの 戦い。 ユダヤ教 徒との 戦いと ムス リムの 勝利。 杖を 持って 人々 を 
率い 服従させる カ ハ ターン 族の 1 人の 男の 出現。 その 比が 1 : 50 になる まで 男性の 数が 減 
少し、 女性の 数が 増加す る こと。 マディーナが 悪を 追放し、 滅ぼす こと 6 。 

また 救世主の 出現。 彼は 預言者 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） の 家系の 出自で 
あり、 アツ ラーは 彼に おいて イス ラームを 援助し ます。 彼は 不正と 悪に 溢れて いた 世界を、 
正義と 公正 さで もって 満たします。 7 年間 世界を 統治し、 その 間 史上なかった ような 恩恵で 
もって 共同体を 潤します。 彼は 東方から 現れる と言われて います。 


4 訳者 注： 詳しくは 「5. シルク」 の 章を 参照の こ, と。 

s サ ヒー フ •アル =ブ ハーリー （7093)、 サ ヒー フ •ムス リム （2905)。 文章は ムス リムの もの。 
；4 訳者 注： 一説には 末世の ダッジ ヤール （偽. メシア） の 時代の ことと も 言われます。 
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また ズツ =サ ウィー カタ インと いう エチオ ピア 人の 男に よ つて カ アバ 神殿が 破壊 される 
こと。 そして それが 再建され る ことはありません。 アツ ラーの みがよ く 知り 給う。 

• 前述の 諸々 の予 兆は 皆、 預言者 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） から 伝えられ 
る 正し V 、伝承 によって 確証 づ けられて います。 


審判の 日の 大予兆 


參 フザイ ファ. ブン. ウサイ ド. アル =ガ ファーリー （彼に アッ ラーの ご 満悦 あれ） 

は 言いました： 「預言者 （彼に アッ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 私たちが 何 か 議論し 合っ 
ている のを 見て、 言いました： “ 何を 議論して いる？” すると 彼らは 言いました： “ 審判の 
日に ついて 議論して いるので す。” （預言者は） 言いました：“ 10 の予 兆を 見る までは、 審判 
の 日は やって来ない。” そして （その 予兆 として） 大 煙、 ダッジ ヤール （偽 メシア）、 大 獣、 
西から 太陽が 昇る こと、 マルヤ ム （マリア） の 子 イーサ ー （イエス） の 降臨。 ヤジ ユージ 
ユと マ アジ ユー ジユの 出現。 3 つの 日蝕- 東西 と アラビア 半島の 日蝕の こと- を 挙げ、 最後 
に イエメン 地方から 人々 を 集合の 地へ と 追い やる 大火を 挙げました。」 （ムス リム の 伝承 7 8 ) 

① ダッジ ヤール （偽 メシア）： 

ダッジ ヤールとは 末世に 出現し、 ル ブー ど 一 f を 主張す る 人間です。 東方は ホラ サン 地 
方を 出発し、 地上を 進んで 全ての 国に 入り ます。 しかし エルサレムの 聖 モスクと シナイ山、 
マッカと マデイーナには 入る こと が 出来ません。 マデイーナは 天使の 護衛が ついて おり、 
彼が その 近くの 塩の 吹き出た 荒 地に やって来 ると、 3 回 振動し ます。 そして そこから 全ての 
ムナ ーフ イク (偽 信者） と 不信仰 者が 吹き飛ばされる のです。 

アブ ドッ ラー. ブン. ウマル （彼らに アッ ラーの ご 満悦 あれ） は 言いました： 「私たちが 
アッ ラーの 使徒 （彼に アッ ラーからの 祝福と 平安 あれ） と？一 緒に 座って いると、 彼は 様々 
な 試練に 言及し ま した。 そして “ 長い 試練” について 言及した 時、 ある 者が 尋ね ま した：“ ア 
ッ ラーの 使徒よ、 長 レ 、試練と は 何です か？” 

預言者 （彼に アッ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 答えました：“ （それは） 逃亡と 戦争で 
あり、 その後に 続く 富と 安泰の 試練で ある。 それは 私の 子孫で あり、 また 私の 忠実な 追従 
者で あると 称す る 者に よって 引き起こされ るが、 実際のと こ ろ 私の 忠実な 追従 者 とは スッ 
タ クーン （アッ ラーを 畏れ、 かれの お怒り や 来世での 懲罰を 買うよう な ことから 身を 慎む 
者たち） なので ある。” それから 人々 は その 正当性 も 能力 もない この 男への 忠誠の 誓いの た 


7 サ ヒー フ •ムス リム （2901)。 

8 訳者 注： いわゆる 主 性。 つまり この 世の 創造 や 管理、 所有 や 支配な どに 関する 権威。 
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め、 集まる の だ。 

それから “ 暗黒の 試練” が 訪れる。 それは 全ての 者に 襲い かかり、 終焉した かと 思いき 
や 再び 継続す る。 そこに おいて 人は 朝に 信仰者に、 夕に 不信仰 者になる 9 。 こうして 人々 は 
2 つの グループ- 偽りの ない Y — マ •ーン 10 の グループと、 イー マーンとは 無縁な ニ ファーク 
(偽りの 信仰） の グループ-に 分かれる。 ゆえに このような 状況に なったら、 その 日 ある 
いは その 翌日に ダッジ ヤール （偽 メシア） の 出現を 待つ の だ。」 （アフ マドと アブー. ダー 
ウー ドの 伝承 11 ) 

• ダッジ ヤール （偽 メシア） の 試練： 

ダッジ ヤール （偽 メシア） の 出現は、 アッ ラーが 創造され ると ころ 数々 の 偉大な、 人の 
理性を 動揺させる 類の 超 常 現象を 伴うた め、 非常な 試練と なり ます。 彼には 天国と 地獄が 
あり、 彼の 天国は 実は 地獄で あり、 地獄は 天国で ある、 という 正しい 伝承が あります。 ま 
た 彼には パンの 山と 水の 河川が あり、 天に 命じて 雨を 降らす かと 思えば、 地に 命 じて 植物 
を 茂らせる ともい います。 また 地上の 宝庫を 自由に 扱い、 風を 伴う 雨の ごとく、 地面を 尋 
常で ない 速さ で 切り 断っ とも 言われます。 

彼は 地上に 40 日 間 留まり ますが、 その内の 1 日は 1 年間に、 そしてもう 1 日は 1 ヶ月 間 
に、 また 1 日は 金曜日に 相当し、 残りの 日々 は 私たちの 日々 と 同様の ものです。 それから 
マルヤ ム （マリア） の 子 イーサ ー （イエス） が パレスチナの ルッ ド 門 12 にて 彼を 葬ります。 

• ダッジ ヤール （偽 メシア） の 特徴： 

アッ ラーの 使徒 （彼に アッ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 私たちに、 ダッジ ヤール （偽 
メシア） に 従ったり 彼を 信用した りする ことに 関して 注意を 促しました。 そして 人々 が 彼 
を 見分けて 注意で き るよう、 その 特徴を 明 ら かにし ま した。 っまり 彼は 子を 持たない、 片 
目で 赤みがかった 肌色を した 若者で、 その 眉間の 間には 全ての ムス リ ムが 読み取れる 「力 
ー フィル （不信仰 者)」 と言う 字が 記 してあります。 

ウバー ダ. ブン .アッ =サ ー ミト （彼に アッ ラーの ご 満悦 あれ） は 言いました： 「アッ ラ 
一の 使徒 （彼に アッ ラーからの 平安と 祝福 あれ） は 言いました：“ ダッジ ヤール （偽 メシア） 
は 短躯で 肩幅が 広く、 屈強で 毛深い 体を 有し、 片目 だが その （不具の） 目は 完全に 閉じて 
しまって おり、 奥まって いるので はない。 ゆえに もし あなた 方が （様々 な 超 常 現象を 操る 
そのような 人物に） 惑わされたなら、 至高の アッ ラーは 片目な どでは ない ことを 知る の 

訳者 注： っまり 人の 生命 や 財産 や 尊厳が、 目まぐるしく 合法と なったり 非合法と なったり する こと。 

10 訳者 注： 「8. イー マーンと イー マーンの 諸 特質」 の 項 参照。 

11 真正な 伝承。 ムス ナ ド- アフ マド (6168), ス ナン- アブー. ダー ウー ド (4242)、 サ ヒー フ. ス ナン. アブー . ダー 
ウー ド （3568)。 アツ = スイ ル スイ ラト. ァッ =サ ヒー ハ （974) 参照。 

12 .訊 者 注： アン =ナ ワウ イーに よれば、 エルサレム 付近の 町 a 
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だ。”」 （アフ マドと ア ブー .ダー ウー ドの 伝承 13 ) 


• ダッジ ャール （偽 メシア） 出現の 場所： 

アン = ナウ ワース •ブン .サ ムアー ン （彼に アッ ラーの ご 満悦 あれ） が ダッジ ャール （偽 
メシア） に関して アッ ラーの 使徒 （彼に アッ ラーからの 祝福と 平安 あれ） が 言及した 伝承 
の 中に、 次の ような 箇所が あります： 「. . •彼は シャーム 地方と イラクの 間の 道に 出現し、 
あちらこちらを 退廃させる。」 （ムス リ ムの 伝承 14 ) 


• ダッジ ヤール （偽 メシア） のは 入れない 場所： 


1— アナス （彼に アッ ラーの ご 満悦 あれ） は 言いました： 「アッ ラーの 使徒 （彼に アッ ラ 
一からの 平安と 祝福 あれ） は 霧い ました：“ ダッジ ャール （偽 メシア） は マッカと マディ ー 
ナ 以外の 全ての 場所に 侵入す る。”」 （アル =ブ ハーリーと ムス リムの 伝承 15 ) 

2 — 預言者 （彼に アッ ラーからの 祝福と 平安 あれ） の テ ハーバ （教 友たち） が 伝える ダッ 
ジャール （偽 メシア） に関する 伝 承に、 次の ような ものが あります： 「彼は マッカの ハラー 
ム .モスク、 マデイーナの （預言者） モスク、 シナイ山の モスク、 エルサレムの 聖 モスク 
の 4 つの モスクには 近づけない。」 （アフ マ ドの 伝承 16 ) 

• ダッジ ャール （偽 メシア） の 追従 者： 

ダッジ ャール （偽 メシア） の 追従 者の 多くは ユダヤ教 徒、 トルコ 人、 そして ベドウィン 
と 女性; 0 ゝら なる 混成 集団 です。 

アナス. ブン .マー リク （彼に アッ ラーの ご 満悦 あれ） は アッ ラーの 使徒 （彼に アッ ラ 
一からの 平安と 祝福 あれ） が こ f 蕾った と 伝えて います： 「厚生 地の 衣服を まとった イ スフ 
ァ ハンの ユダヤ教 徒 70( X )0 人が ダッジ ヤール （偽 メシア） に 追随す る...」 （ムス リムの 
伝承 17 } 


• ダッジ ヤール （偽 メシア） の 試練からの 予防 処置： 


13 


15 


17 


真正な 伝承。 ムス ナド •アフ マド （23144)、 アブー •ダー ウー ド （4320)、 サ ヒー フ •ス ナン •アブー •ダー ウー ド 
(3620)。 文章は アフ マドの もの。 

サ ヒー フ • ムス リム （2937)。 

サ ヒー フ •アル =ブ ハーリー （1881)、 サ ヒー フ •ムス リム （2943)。 

真正な 伝承。 ムス ナド •アフ マド （24085)。 アツ = スイ ル スイ ラト •アツ =サ ヒー ハ （2934) 参照。 

サ ヒー フ • ムス リム （2944)。 
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偉大 かつ 荘厳なる アッ ラーを 信仰した 状態で あり、 特に サラ ー （礼拝） の 時に ダッジ ャ 
ー ル （偽 メシア） の 試練からの アッ ラーの ご 加護を 願います。 また 預言者 （彼に アッ ラー 
からの 祝福と 平安 あれ） は 「（ク ルアー ン） 洞窟 章の 最初の 10 アーヤ （句） を 身に つけた 
者は、 ダッジ ャール （偽 メシア） から 守られる。」 あるいは 「彼 （ダッジ ャール） と 巡り合 
せた 者は、 彼に 対して 洞穴 章の 出 だしを 読んで 聞かせよ。」 と 語って います。 （ムス リムの 
伝承 18 ) 

② マルヤ ム （マリア） の 子 イーサ ー （イエス）： 

ダッジ ャール （偽 メシア） が 出現し 地上に 退廃を 広めた 後、 アッ ラーは マルヤ ム （マリ 
ア） の 子 イーサ ー （イエス） を 遣わします。 彼は ダマスカス 東方に ある “ アル =マ ナーラ. 
アル = バイダー ゥ （白い ミナ レット）” という 場所に 両腕を 2 人の 天使に かけた 状態で 降臨 
します。 それから ダッジ ャール （偽 メシア） を 倒し、 イス ラームに よって 地上を 治め、 十 
字 架を 壊します # また 豚を 殺し、 人々 の 間から 吝嗇が 去る まで 財を 行き渡らせます。 反逆 
や 反乱な どもない まま 7 年間 過ごす と 彼は この 世を 去り、 ムス リムが 彼の 葬儀の 礼拝を し 
ます。 

それから アッ ラーは シャーム 地方の 方角から 冷たく 心地よ い 風を 吹かせられ ますが、 そ 
れ はほんの 少しで も 心に 善、 あるいは イー マーン 19 を 抱く 者の 命を 奪います。 

それで 彼らは 地上から 全滅し、 悪い 者の みが そこに 残り ます。 彼らは 容易く 悪事に 走り、 
野獣の よ うな 卑しい 性質で、 まるで ロバの 群れの よ うな 混乱の 中に あります。 それから シ 
ヤイ ターンが 彼らに 遇 像 崇拝を 命じ、 審判の 日 が 到来す るまで 彼らは その 状態に あるので 
す。 


アブー. フライ ラ （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） は 言いました： 「アツ ラーの 使徒 （彼に 
アツ ラーからの 平安と 祝福 あれ） は 言いました： “ 私の 魂が その 御手に 委ねられ ている お 方 
にかけ て。 必ずや マルヤ ム （マリア） の 子 イーサ ー （イエス） は 統治者と して、 豪義 者と 
して 降臨す るの だ。 彼は 十字架を 破壊し、 豚を 殺し、 ジス'〒 M を 課す。 そして 誰も 受け取る 
者が いなくな るまで 財を 行き渡せ る。 そして その 時、 人々 に とっては サジダ （平伏 礼） 1 回 
の 方が 現世と そこに ある ものより も 優れた ものと なる の だ。”」 それから アブー .フライ ラ 
(彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） _ 言いました： 「望むなら、 （ク ルアー ン の） この アーヤ を 
読みなさい： （3 D そしてい かなる 啓 典の 民 も、 彼 （イーサ ー） が （真実の） 死を 迎える まで 
には 彼を 信仰す る ことになるの だ。 そして 審判の 日、 彼は 彼らへの 証人と なる。 03 (クル 


1S サ ヒー フ .ムス リム （8009、 2937)。 

19 訳者 注： 「8. イー マーンと イー マーンの 諸 特質」 の 項 参照。 

对 訳者 注： ジズヤ は イス ラーム 国家の 統治 下に ある ムス リ ム 以外の 啓 典の 民 (こ、 また 一説には 全ての 非 ムス リ ムに 課せ 
られる 人頭税の ことです。 
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アーン 4 : 159)」 （アル =ブ ハー リーと ムス リ ムの 伝承 21 ) 


③ ヤ アジ ュージ ュとマ アジ ュー ジュの 出現： 

ヤ アジ ュージ ュとマ アジ ュー ジュは 2 つの 偉大な 民で、 誰も 太刀打ち 出来ない ような 強 
大な 民です。 彼らの 出現は 審判の 日の 大予 兆の 内の 1 つで あり、 地上に 退廃を もたらし ま 
す。 そこで イーサ ー （イエス： 彼に 平安 あれ） と 彼の 教友 たちが 彼らに 対して アッ ラーに 
折り、 彼ら を 滅ぼす のです。 

1— 至高の アッ ラーは こ う 仰ら れま した： SD ヤ アジ ュージ ュとマ アジ ュー ジュが 解き放た 
れ、 地上の 隅々 まで 一気に 散開す るまで （彼ら 不信仰 者ら は 悔悟 しないの だ)。 03 (クル ア 

ーン 21 : 96) 

2 — アン = ナウ ワース. ブン .サ ムアー ン （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） は アツ ラーの 使 
徒 （彼に アッ ラーからの 平安と 祝福 あれ） が、 ダッジ ヤール （偽 メシア） 出現と イーサ ー 
がルッ ド 門に て 彼を 倒す ことに 言及した 伝承の 中で こ う 延べた ことを 伝えて います： 「アッ 
ラーは イーサ ーにこう 仰る ：“ われは 誰も 太刀打ち 出来ない ような （強大な） わが しもべた 
ちを 出現 させた。 それゆえ しもべた ちを シナイ山の 方へ 非難させる の だ。” それから アッ ラ 
一は ヤ アジ ュ ージュ と マ アジ ュー ジュ を 遣わし、 彼ら は 地上の 隅々 にまで 一 気に 散開す る。. 
彼らの 内の 先頭を 切る 者たち がタ バリー 湖に 立ち寄れ ば そ の 水 は 飲み干 されて しまい、 彼 
らの 内の 後陣の 者たち は そこに やって来 ると、 こう II 言う： “ 以前;： こには 水が あった はずな 
の だが。” イーサ ーと その 教友 たちは 彼らから 包囲され、 （彼らの 状態は 飢えの ため） 彼ら 
に とって 野牛の 頭の 方が 今日の あなた 方に とっての 100 ディーナー ルよりも ましで あるよ 
うな 状態 に 陥る。 それから イーサ ーと その 教友 たちは アッ ラーに 祈り、 アッ ラーは 彼らの 
首に 寄生虫を 送られ、 彼らを 一瞬で 滅亡 させられる。 それから アッ ラーの 預言者 イーサ ー 
とその 教 友は 地上に 降りて 行く . . .」 （ムス リムの 伝承 22 ) 

參 イーサ ーと その 教友 たちは 地上に 降りて 行った 後、 （地上が 悪臭に 満ちた 場所に なって 
いたた め） アッ ラーに 折ります。 すると 偉大 かつ 荘厳なる アッ ラーは 彼らを 運び去り、 か 
れが お望みの 所で 彼 らを 下ろして くれる 鳥たち を 遣わ されます。 それから アッ ラーは 地上 
を 流 し 洗う 雨を 送 られ 、そ して 祝福を お下しに なり ます。 こう して 地上には 野菜 や 果実が 
実り、 動植物を 祝福が 満たします。 


21 サ ヒー フ •アル =プ ハーリー （3448)、 サ ヒー フ .ムス リム （155) p 文章は ァル =:ブ ハーリーの もの.， 
» サ ヒー フ .ムス リム （2937) 。 
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④⑤⑥ 3 つの 日蝕： 


3 つの 日蝕は 審判の 日 の大予 兆の 1 つで、 東西 及び アラビア半島 における 3 つの 日蝕の こ 
とです。 これは まだ 起こって はいません。 

⑦ 大 煙： 

末世に 発生す る大 煙は、 審判の K : の大予 兆の 内の 1 つです。 

1— 至高の アツ ラーは こう 仰ら れ ました ： SD 待て、 天が 頭 わな 大 煙を 伴って やって 来る日 
を。 （それは） 人々 を 覆い 尽くす。 （そして 彼らは 言う の だ） 「これは 痛烈な 懲罰で ある。」 03 

(ク ルアー ン 44 : 10-11) 


2 — アブー •フライ ラ （彼に アッ ラーの ご 満悦 あれ） によれば 預言者 （彼に アッ ラーから 
の 平安と 祝福 あれ） は 言いました： 「6 つ （の もの） が やって来る その 前に、 （よい） 行いに 
急ぐ の だ： （そして その 6 つとは） 太陽が 西から 昇る こと。 あるいは 大 煙。 あるいは ダッジ 
ヤール （偽 メシア）。 あるいは 大 獣。 あるいは あなた 方の 死。 あるいは 審判の 日 そのもので 
ある。」 （ムス リムの 承 23 ) 

⑧ 西から 太陽が 昇る こと： 

西から 太陽が 昇る ことは、 審判の 日の 大予 兆の 1 つです。 そして それは 世界の 上方の 状 
態が 変化す る こと を 表す、 最初の 偉大な 兆しな のです。 この 出来事が 起こる 典拠と して、 
以下のような ものが あり ます： 

1— 至高の アッ ラーは こう 仰ら れま した： SD あなた 方の 主の みしる しの いくつかが 到来す 
る 日、 （不信仰 者たち はついに 信仰せ ざるを 得なくなる が） その 信仰は （もはや） その 魂を 
益し ない。 あるいは （それら 審判の 日の いくつかの 予 兆が 到来す る 前に 信仰に 入って いた 
者たち でも） その 信仰を もってよ きものを 得る ことがなかった 者たち （は その 0、 その 信 
仰 心が 彼らを 益す る ことは ない)。 03 (ク ルアー ン 6: 158) 

2 — アブー. フライ ラ （彼に アッ ラーの ご 満悦 あれ） によれば アッ ラーの 使徒 （彼に アッ 
ラーからの 平安と 祝福 あれ） は 言いました： 「太陽が 西から 昇る まで、 審判の 日は 起こらな 
い。 そして 太陽が 西から 昇る や 否や、 誰もが 皆 信仰す る。;； そして その 日 こそは： SD その 信 

仰は （もはや） その 魂を 益し ない。 あるいは （それら 審判の 日の いくつかの 予 兆が 到来す 


23 サ ヒー フ •ムス リム （2947)。. 
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る 前に 信仰に 入って いた 者たち でも） その 信仰を もってよ きものを 得る ことがなかった 者 
たち （は その 日、 その 信仰心が 彼らを 益す る ことは ない)。 03 (ク ルアー ン 6 : 158)」 （ ア 

ル = ブ ハー リーと ムス リ ムの 伝承 = 4 ) 

3 — アブ ドッ ラー. ブン. アム ル （彼らに アッ ラーの ご 満悦 あれ） は 言 知、 ま した： 「私は 
アッ ラーの 使徒 （彼に アッ ラ ーから の 平安と 祝福 あれ） が こ 5 H うのを 聞きました：“ （審 
判の 日の） 最初の 予 兆は、 太陽が 西から 昇る ことで ある。 そして 昼前に 人々 の 前に 大 獣が 
出現す る ことで ある。 それゆえ それらの 内 どちらが 先に 起こっても、 もう 1 つが 立て続け 
にやって 来る の だ。’ （ムス リ ムの 伝承 25 ) 

⑨ 大 獣の 出現： 

末世に 人々 の 前に 大 獣が 出現す るのは、 審判の 日が 迫る ことを 示す 予 兆の 1 つです。 大 
獣は その 鼻で もって 人々 を 毒し、 不信仰 者の 鼻を へし 折り、 信仰者の 顔を 明るく 照らし ま 
す。 大 獣が 出現す る こと の 典拠と して、 以下の よう な ものが あり ます： 

1— 至高の アッ ラーは こ う 仰ら れ ました： (3 D そして 約束され ていた 言葉が 実現 すれば、 わ 
れら （アッ ラーの こと） は 地上に おいて、 彼らに 語り かける 1 匹の 大 獣を 出現させる。 彼 
ら はわが みしる しを 確固と して 信じて はいなかった の だ。 03 (ク ルアー ン 27: 82) 

2 — アブー. フライ ラ （彼に アッ ラーの ご 満悦 あれ） は 言いました： 「アッ ラーの 使徒 （彼 
に アッ ラーからの 平安と 祝福 あれ） は 言いました： “ それが 起これば、 それ 以前に 信仰に 入 
ってい なかった、 あるいは 信仰には 入って いて も それでもって よき ものを 得る こと がな か 
っ たような 魂を その 信仰心が 益す る ことのな いものが 3 つ ある ： つまり 太陽が 西から 昇る 
こと。 ダッジ ヤール （偽 メシア）。 地上の 大獣 である。”」 （ムス リムの 伝承 213 ) 

⑩ 人々 を 追い やる 大火： 


それは 東の イエメン 地方、 アデンの くぼ 地から 発生す る 大火で、 審判の 日の 大予 兆の 中 


でも 最後の もので あり、 また 審判の 日が 起こる のを 知らせる 最初の みしる しで も あり ます * 
それは イエ メ ン 地方 か ら徐々 に 広がり、 人々 を 集合の 地で ある シャーム 地方へ と 追 V 、やつ 
て 行きます。 


參 大火は どのように 人々 を 追い やる か？ 


24 サ ヒー フ •アル =ブ ハーリー （4635)、 サ ヒー フ •ムス リム （157)。 文章は ムス リムの もの。 
25 サ ヒー フ. ムス リム （2941)。 

26 サ ヒー フ • ムス リム （158)。 
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アブー. フライ ラ （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） によれ ば 預言者 （彼に アツ ラーからの 
平安と 祝福 あれ） は 言いました： 「人々 は 3 つの 集団に おいて 追い やられる。 U つは アツ ラ 
一からの 報奨を） 望み、 （アツ ラーの お怒りを） 恐れながら 行く 者たち。 （2 つ 肖は） 1 頭の 
ラク ダに 2 人で、 あるいは 3 人で、 4 人で、 10 人で 行く 者たち。 （そして 3 つ 目は） 炎に 追 
い 立てられる 者たち。 （その 炎は） 彼らが 昼寝す るに も 夜に 泊まる にも、 朝を 迎える にも 夕 
を 迎える にも、 どこに でも 彼らと 共に ある。」 （アル =ブ ハーリーと ムス リムの 仏' 承 21 ) 

• 審判の 日 の 最初の 予 兆： 

アナス （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） によれば、 アブ ドツ ラー. ブン .サラームは 改宗 
した 時、 預言者 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） に 様々 な 質問を しました。 そして 
その 中に、 次の ような ものが ありました： 「審判の 日の 最初の 予 兆は 何です か？」 すると 預 
言 者 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 言いました： 「審判の 日の 最初の 予 兆は、 人々 
を 東から 西へ と 追 V 、やる 大火で ある。」 （ア ル =ブ ハ' ー リ ーの 伝承 28 ) 


• 審判の 日 の諸予 兆と 状況の 変化の 連続 性： 


1 — 審判の 日の 大予 兆の 内の 最初の ものが 起これば、 次々 に その後の 諸予 兆が 連続 します。 
預言者 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 言いました； 「（審判の 日の） 諸予 兆は、 
糸で つながれた ビーズ 玉 （のよう） である。 その 糸が 断たれた 時、 それらは 互いに 連続 （し 
て 落下） する の だ。」 （アル = ハー キムの 伝承 29 ) 

2 — アナス （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） は 言いました： 「アツ ラーの 使徒 （彼に アツ ラ 
一からの 平安と 祝福 あれ） ば 言いました：“ 地上で 「アツ ラーよ、 アツ ラーよ！」 と 祈られ 
ている 限り、 審判の 日は 起こらな いノ ’」 （ムス リムの 伝承 30 ) 

3 — フ ザイフ ァ .ブン .アル =ヤ マーン （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） は 言いました： 「ア 
ツ ラーの 使徒 （彼に アツ ラーからの 平安と 祝福 あれ） は 言いました く “愚か 者を 親に 持つ 愚 
か 者が 現世に おいて 最もよ V 、境遇に ある 者と なら ない 内は、 審判の 日 はやつ て 来ない。”」 

(アツ = テイル ミズ イ ーの 伝承 31 ) 


27 サ ヒー フ ■アル =ブ ハーリー （6622)、 サ ヒー フ •ムス リム （2861)4 文章は アル =ブ ハーリーの もの。 

サ ヒー フ .アル =ブ ハーリー (3329), 

29 真正な 伝承。 ム スタ ドウ ラク ■アル = ハー キム （8639),. アツ = スイ ル スイ ラト •アツ =サ ヒー ハ （1762) 参照。 
« サ ヒー フ. ムス リム （148)。 

31 真正な 伝承。 ス ナン •アツ = テイル ミズ イー （2209)、 サ ヒー フ •ス ナン •アツ = テイル ミズ イー （1799)。 
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